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大
学
入
試
の
結
果
に
つ
い
て
、

現
在
判
明
し
て
い
る
範
囲
で
、
報

告
致
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
は
大

変
に
難
し
く
平
均
点
を
大
幅
に
下

げ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
全
体
と

し
て
は
や
や
持
ち
直
し
た
と
い
う

結
果
で
し
た
。
そ
れ
で
も
国
語
に

関
し
て
は
、
昨
年
度
に
も
ま
し
て

平
均
点
が
下
が
り
、
98
・
67
点
と

い
う
極
め
て
低
い
全
国
平
均
点
と

な
り
ま
し
た
。
影
響
を
受
け
た
生

徒
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。　

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
本
校

の
生
徒
諸
君
は
、
例
年
通
り
剛

健
・
叡
智
・
創
造
の
校
訓
に
沿
っ

て
、「
世
界
に
貢
献
す
る
」
人
材

と
な
る
べ
く
難
関
大
学
に
果
敢
に

挑
戦
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
東
京
大
学
14
人
、

京
都
大
学
14
人
、
大
阪
大
学
15
人
、

九
州
大
学
１
３
５
人
、
国
公
立
医

学
部
に
関
し
て
も
、
九
州
大
学
医

学
部
３
人
を
含
む
４
人
の
合
格
者

を
出
し
ま
し
た
。
九
州
大
学
の
合

格
者
も
確
実
に
出
し
な
が
ら
、
九

州
外
の
難
関
大
学
へ
の
合
格
者
も

大
幅
に
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

生
徒
諸
君
と
保
護
者
と
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
え
た
こ

と
が
、
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会

大学等合格者数　（ ）内は現役　H26.4.1現在
学校名 平成26年 平成25年 平成24年

国
立
大
学

九 州 大 135（87） 132（86） 117（80）
熊 本 大 21（13） 17（10） 17（9）
大 阪 大 15（9） 9（4） 8（5）
東 京 大 14（8） 8（2） 8（5）
京 都 大 14（6） 6（3） 3（2）
福岡教育大 12（10） 10（9） 7（3）
佐 賀 大 12（10） 15（10） 22（14）
九州工業大 10（5） 14（10） 13（8）
筑 波 大 7（5） 3（3） 4（1）
神 戸 大 6（4） 8（6） 9（3）
横浜国立大 6（1） 6（3） 3（1）
千 葉 大 5（3） 0（0） 1（1）
広 島 大 5（1） 10（6） 7（4）
宮 崎 大 4（4） 2（0） 3（1）
鹿 児 島 大 3（2） 7（2） 9（2）
東京学芸大 3（2） 2（1） 0（0）
山 口 大 3（2） 2（1） 3（1）
東京工業大 3（1） 4（4） 0（0）
長 崎 大 3（1） 14（8） 10（7）
北 海 道 大 2（2） 4（1） 1（0）
信 州 大 2（2） 1（1） 2（1）
東京農工大 2（2） 1（0） 5（2）
大 分 大 2（2） 1（0） 4（2）
一 橋 大 2（1） 2（2） 3（2）
東 北 大 2（1） 1（1） 1（0）
名 古 屋 大 2（1） 0（0） 0（0）

公立
大学

福岡女子大 18（16） 3（3） 7（7）
首都大東京 2（0） 1（0） 2（2）

国公立大学合計 326
（209）

303
（183）

287
（174）

私
立
大
学

西南学院大 134（106） 116（88） 111（66）
福 岡 大 106（46） 77（33） 114（67）
立 命 館 大 68（20） 68（32） 65（20）
同 志 社 大 59（15） 40（15） 32（7）
中 央 大 34（5） 14（6） 22（7）
明 治 大 32（4） 31（10） 35（7）
早 稲 田 大 31（8） 20（9） 30（8）
東京理科大 25（5） 25（3） 25（4）
関西学院大 22（3） 14（7） 20（10）
中村学園大 15（13） 8（8） 3（3）
慶應義塾大 14（4） 16（6） 10（2）
立 教 大 10（3） 6（4） 2（0）
関 西 大 10（2） 9（1） 12（3）
法 政 大 10（1） 11（4） 9（1）

私立大学合計 665
（275）

559
（275）

567
（238）

大学校・短大学・
専門学校等 15（11） 19（11） 6（5）

会
長　

門も
ん

司じ　

稔

会
長
あ
い
さ
つ

解
と
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
に
卒
業
し
た
第
66
回
卒
業

生
４
３
１
人
全
員
が
同
窓
会
通
常

会
員
に
入
会
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

卒
業
生
の
総
数
は
３
万
５
７
７
１

人
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月

に
は
新
入
生
４
４
０
人
が
同
窓
会

在
校
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
共
に

同
窓
会
へ
の
入
会
を
心
か
ら
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
別
掲
の
「
大
学
等
合
格

者
数
」
の
通
り
、
県
下
屈
指
の
進

学
校
の
実
勢
が
数
字
で
表
れ
て
い

ま
す
。
母
校
の
発
展
は
、
同
窓
生

と
し
て
嬉
し
く
、
ま
た
誇
ら
し
く

思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
活
動
も
年
々
活
動
の

幅
が
広
が
り
、
諸
活
動
へ
の
参
加

者
も
各
年
代
層
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆

様
に
は
日
頃

よ
り
同
窓
会

活
動
に
ご
理

昨
年
は
女
性
の
会
「
丘
女
（
お
か

め
）
会
」
が
発
足
し
、
10
月
に
母

校
に
お
い
て
発
足
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
部
の
活
動
の
み
な
ら

ず
、
近
年
、
基
幹
支
部
の
東
京
支

部
（
首
都
圏
同
窓
会
）
及
び
大
阪

支
部
の
活
動
は
活
発
化
し
、
参
加

者
が
各
層
に
広
が
り
参
加
者
数
も

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
役
員
、
幹
事
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

特
に
首
都
圏
は
政
治
経
済
の
中
心

で
あ
り
、
東
京
支
部
も
本
部
に
次

ぐ
多
く
の
会
員
が
所
属
す
る
だ
け

に
一
層
の
発
展
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

母
校
へ
の
貢
献
に
関
し
て
は
、

一
昨
年
創
設
さ
れ
た
「
教
育
支
援

基
金
」
が
、
会
員
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
に
よ
り
在
校
生
の
支
援

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
母
校
の
校

舎
全
面
改
築
に
向
け
て
母
校
関
係

者
に
よ
り
昨
年
設
置
さ
れ
た
「
校

舎
全
面
改
築
促
進
期
成
会
」
の
活

動
は
、
今
年
１
月
に
福
岡
県
知
事

及
び
教
育
長
へ
の
陳
情
を
行
い
、

陳
情
書
を
受
理
い
た
だ
き
ま
し
た
。

諸
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
今
後

の
活
動
が
早
期
実
現
に
向
け
て
の

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
の
創
立
90
周
年
が

３
年
後
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

同
窓
会
と
し
て
も
今
年
度
は
90
周

年
事
業
に
向
け
て
母
校
関
係
者
と

と
も
に
諸
準
備
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

上
原　

洋
祐 

校
長

校
長
あ
い
さ
つ

１
人
が
東
大
、
京
大
、
阪
大
の
い

ず
れ
か
に
行
き
、
45
％
以
上
が

難
易
度
が
九
大
以
上
に
行
き
、
そ

し
て
75
％
が
国
公
立
大
学
に
行
く
。

国
立
大
学
合
格
者
数
は
２
９
９
人
。

こ
れ
は
昨
年
度
実
績
で
全
国
で
２

　

今
年
の
大

学
入
試
を

振
り
返
る

と
、
10
人
に

位
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
結
果
を
産
ん
だ
要
因
は
ど
こ

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
度
の
大
阪
、
東
京
で
の
同

総
会
総
会
の
際
に
お
話
し
い
た
し

ま
し
た
が
、
夏
の
運
動
会
で
は
午

後
か
ら
か
な
り
強
く
な
っ
た
雨
の

中
、
プ
ー
ル
の
よ
う
に
水
が
浮
い

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
女
子
の
ダ
ン
ス

を
行
い
ま
し
た
。
雨
で
足
が
ぬ
か

る
み
、
地
面
に
触
れ
た
部
分
は
泥

で
汚
れ
る
状
態
で
し
た
が
、
誰
一

人
た
め
ら
う
こ
と
な
く
演
技
に
没

会
報
の
充
実
目
指
し
て

　

3
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
常
任

幹
事
会
で
、
役
員
改
選
に
伴
う
選

考
の
経
過
と
選
考
結
果
の
報
告
が

行
わ
れ
、
門
司
稔
同
窓
会
長
は
じ

め
役
員
の
再
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
Ｉ
Ｔ
担
当
の
森
田

憲
一
郎
理
事
（
高
20
）
が
病
気
治

療
の
た
め
辞
任
さ
れ
、
３
月
19
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
に
松

下
則
通
氏
（
高
18
）
が
新
た
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
長
委
嘱
の
加
藤
久
嘉

事
務
局
長
（
定
15
）
が
辞
任
し
、

柴
田
三
四
郎
氏
（
高
19
）
の
就
任

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
森
田
前
理

事
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち

上
げ
や
名
簿
管
理
な
ど
Ｉ
Ｔ
担
当

と
し
て
委
員
会
を
取
り
ま
と
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
藤
前
事
務

局
長
は
旧
来
の
同
窓
会
運
営
か
ら

現
在
の
方
式
（
定
期
総
会
の
当
番

回
制
や
委
員
会
の
活
性
化
な
ど
）

へ
の
定
着
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
新
任
の
松
下
理
事
は
、
会
報

委
員
長
と
し
て
同
窓
会
報
編
集
に

あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
柴

田
事
務
局
長
も
常
任
幹
事
で
し
た
。

と
も
に
同
窓
会
活
動
に
関
わ
っ
て

き
た
方
々
で
す
。
3
年
後
の
母
校

創
立
90
周
年
に
向
け
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
新
役
員
は
表
の
と
お

り
で
す
。

役
員
改
選

〝
伝
説
〟
を
つ
く
っ
た
、
66
回
生
大
学
等
合
格
者
数

平成26･27年度同窓会役員
役職名 氏　名 卒業回数 担当業務

会 長 門司　　稔 高13 総括
副 会 長 稲員大三郎 高15 筆頭副会長

〃 渡邉　達哉 定18 会務・定時制
〃 伊藤　徹雄 高25 会務・財政・支部

理 事 松崎　芳之 高17 組織
〃 松下　則通 高18 会報
〃 井本　宗司 高23 総務・渉外
〃 白水　心子 高24 女性組織
〃 寺田光一郎 高30 組織
〃 松浦ひとみ 高30 女性組織
〃 前川　健太 高49 組織・会報・就活支援

監 査 大坪　一彦 高29 監査
〃 渡辺　　朗 高31 監査

事務局長 柴田三四郎 高19 事務局業務
事務局員 内田　洋子 高24 事務局業務
顧 問 田中　義明 高９

〃 加藤　久嘉 定15

新
事
務
局
長

柴
田
三
四
郎
（
高
19
） 

新
任
あ
い
さ
つ

会
運
営
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
同
窓
会
活
動
は
先
輩
諸

氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
後
輩
へ
の

教
育
支
援
や
就
職
活
動
支
援
な
ど

活
動
分
野
に
一
層
の
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
会
活
動
の
活
性

化
、
運
営
の
円
滑
化
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、

加
藤
前
事
務

局
長
の
後
任

と
し
て
同
窓

理
事 

松
下
則
通
（
高
18
） 

掛
け
ら
れ
た
の
が
10
年
前
で
し
た
。

そ
の
直
後
、
当
時
の
委
員
長
が
急

逝
さ
れ
、
急
き
ょ
委
員
長
と
し
て
、

今
日
ま
で
会
報
作
成
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
門
司
会
長
か
ら
理
事
就

任
の
打
診
を
受
け
た
際
に
は
一
瞬

「
私
に
何
が
出
来
る
ん
だ
」
と
思

い
ま
し
た
が
、「
会
報
づ
く
り
に

必
ず
役
立
つ
は
ず
」
と
の
考
え
に

至
り
、
お
受
け
し
ま
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
会
合
に
は
出
来
る
だ

け
顔
を
出
し
、
会
報
を
通
じ
て
、

母
校
の
発
展
に
よ
り
寄
与
で
き
る
、

充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇
　

海
北
元
会

長
か
ら
「
会

報
を
手
伝
っ

て
」
と
声
を

頭
し
、
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
す
べ
て

が
練
習
の
時
よ
り
も
集
中
し
、
一

糸
乱
れ
ぬ
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

周
囲
の
状
況
が
い
か
よ
う
で
も
、

自
分
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
集
中
で
き
る
本
校
生
の
真

の
力
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
本
校
の
歴
史
に
新
た

な
ペ
ー
ジ
を
飾
る
素
晴
ら
し
い
一

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支

援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

人
講
演
会
・
東
京
研
修
な
ど
で
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
同
窓
会
、

生
徒
を
見
守
り
環
境
整
備
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
事
務
室
職
員
や

日
直
、
売
店
や
食
堂
の
皆
様
方
の

お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
筑
紫
丘
高
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
）
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平
成
26
年
３
月
19
日
、
森
田
憲
一

郎
理
事
（
高
20
）
が
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
64
。

　

森
田
氏
は
、
同
窓
会
の
機
構
改
革

を
行
っ
た
平
成
18
年
度
か
ら
８
年
間

理
事
と
し
て
会
の
運
営
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
Ｉ
Ｔ
委
員
長
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
同
窓
会
名
簿
管
理

な
ど
今
日
の
同
窓
会
活
動
の
根

幹
に
係
わ
る
と
こ
ろ
を
担
当

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▼
関
岡
康
秀
・
首
都
圏
同
窓

会
副
代
表
兼
事
務
局
長
（
高

31
）
平
成
26
年
１
月
１
日

逝
去
。

▼
吉
村
淳
常
任
幹
事
（
高
５
）

平
成
26
年
３
月
14
日
逝
去
。

森
田
憲
一
郎
理
事
逝
去

お
く
や
み

学
校
人
事

　

平
成
26
年
度
の
人
事
異
動
（
筑

紫
丘
高
校
関
連
）
は
別
表
の
通
り

で
す
。
原
尚
士
副
校
長
と
富
田
清

子
養
護
教
諭
が
定
年
で
ご
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
立
光
敏
弘
副
校
長
、

真
海
誠
司
教
頭
（
31
回
）、
古
賀

和
義
主
任
教
諭
、
早
川
俊
雄
教
諭
、

草
場
美
加
子
養
護
教
諭
は
い
ず
れ

も
2
度
目
の
勤
務
で
す
。

　

ま
た
、
一
ノ
瀬
泰
宏
教
諭
は
36

回
生
で
す
。
こ
の
他
、
宮
本
智
朗

教
諭（
38
回
）が
県
教
育
セ
ン
タ
ー

で
の
１
年
間
の
長
期
研
修
を
終
え
、

教
務
主
任
と
し
て
校
務
運
営
に
あ

た
り
ま
す
。

立た
ち
こ
う光　

敏と
し
ひ
ろ弘 

副
校
長

新
副
校
長
あ
い
さ
つ

ま
し
た
。

　

平
成
３
年
か
ら
の
16
年
間
、
数

学
教
員
と
し
て
勤
務
し
、
生
徒
会

担
当
や
理
数
科
担
任
兼
学
年
主
任
、

教
務
主
任
を
経
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
部
活
動
で
は
山
岳
部
、
応
援

団
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
を
受
け
持

ち
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
本
校
は
、

教
員
と
し
て
皆
様
に
育
て
て
い
た

だ
い
た
「
母
校
」
で
あ
る
と
感
じ

　

副
校
長
と

し
て
着
任
、

７
年
ぶ
り
に

戻
っ
て
参
り

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
春
、
副
校
長
と
し
て
の
命

を
受
け
、
身
に
余
る
光
栄
と
職
責

の
重
さ
を
感
じ
、
体
全
体
緊
張
を

覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
途
端
に

脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
が
「
丘
の
上

に
…
」
の
校
歌
と
「
聴
け
玄
海
の

…
」
の
応
援
歌
で
し
た
。
応
援
団

の
顧
問
と
し
て
、
野
球
や
ラ
グ

ビ
ー
の
試
合
に
臨
ん
だ
と
き
の
思

い
出
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
り
、

あ
の
生
徒
た
ち
の
後
輩
諸
君
と
ま

た
会
え
る
と
い
う
期
待
が
膨
ら
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
学
式
で
は
「
筑
高
通

り
も
ん
」な
ど
を
、同
窓
生
の
方
々

が
校
歌
の
印
刷
さ
れ
た
タ
オ
ル
な

ど
と
と
も
に
入
学
生
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
温
か

く
見
守
り
続
け
て
い
た
だ
け
る
同

窓
生
の
皆
様
の
お
気
持
ち
に
触
れ
、

あ
ら
た
め
て
筑
高
の
す
ば
ら
し
さ

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
同
級
生
と
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

し
、
部
活
や
学
校
行
事
に
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け
、
感
動
と
と
も

に
成
長
し
続
け
る
筑
高
生
の
た
め

に
、
副
校
長
と
し
て
精
一
杯
尽
力

す
る
次
第
で
す
。

恩
あ
る
筑
高
で

真し
ん
か
い海　

誠せ
い

司じ 

教
頭

新
教
頭
あ
い
さ
つ

　

教
頭
と
し

て
着
任
し
ま

し
た
。
本
校

に
職
員
と
し

学
校
と
同
窓
会
と
の

懸
け
橋
に

て
お
世
話
に
な
る
の
は
、
２
度
目

で
す
。
前
回
は
平
成
14
年
か
ら
の

８
年
間
、
政
治
・
経
済
や
現
代
社

会
の
授
業
担
当
の
傍
ら
、
創
立
80

周
年
記
念
誌
の
編
集
、
同
窓
会
総

会
の
当
番
幹
事
と
し
て
、
同
窓
会

活
動
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
な
立
派
な
記

念
館
は
な
く
、
資
料
の
保
管
状
況

も
決
し
て
良
好
と
は
い
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
当
時

の
亀
岡
靖
校
長
か
ら
「
手
に
取
っ

て
み
た
く
な
る
記
念
誌
」
の
作
成

を
命
じ
ら
れ
、
資
料
室
に
寄
贈
さ

れ
て
あ
る
古
い
時
代
の
貴
重
な
写

真
が
散
逸
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
写
真

中
心
に
記
念
誌
を
編
集
し
ま
し
た
。

先
日
同
窓
会
事
務
局
の
方
と
お
話

し
し
た
際
、
記
念
誌
の
編
集
課
程

で
作
成
し
た
古
い
写
真
等
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
が
今
で
も
有
効
に
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
思

い
が
け
ず
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
２
度
目
の
着
任
を
し
た

わ
け
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
も
学

校
と
同
窓
会
と
の
間
に
立
っ
て
、

そ
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
よ
う

尽
力
す
る
こ
と
が
、
私
の
使
命
の

一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一い
ち

ノの

瀬せ 

泰や
す
ひ
ろ宏 

教
諭

新
任
教
諭

　

こ
の
度
須
恵
高
校
か
ら
転
勤
し

て
参
り
ま
し
た
本
校
36
回
の
卒
業

生
で
す
。

　

私
が
担
当
す
る
学
年
、
教
科
・

科
目
は
、
２
、３
年
生
の
地
歴
公

民
科
・
地
理
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
母
校
の
門
を
久
々

に
く
ぐ
り
ま
し
た
。
昔
と
大
き
く

変
わ
っ
た
講
堂
、
図
書
館
、
食
堂

棟
の
建
物
。
そ
し
て
道
路
沿
い
の

満
開
の
桜
並
木
や
花
壇
、
ビ
ル
が

激
増
し
た
学
校
周
辺
の
町
並
み
な

ど
の
風
景
に
、
懐
か
し
さ
と
新
鮮

さ
の
二
つ
の
感
情
が
湧
き
出
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
は
昭
和
56
年
４
月
に
本
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ

行
わ
れ
た
応
援
指
導
に
当
時
毎
日

震
撼
し
て
過
ご
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
今
振
り
返
る
と
、
こ
の
指
導

は
真
の
筑
高
生
と
な
る
た
め
の
通

過
儀
礼
だ
っ
た
の
だ
と
あ
ら
た
め

て
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
59

年
３
月
に
卒
業
す
る
ま
で
３
年
間

本
校
で
の
高
校
生
活
を
十
二
分
に

満
喫
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
母
校
の

発
展
と
後
輩
の
生
徒
達
の
成
長
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
粉
骨

砕
身
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
７
月
11
日
に
門
司
会
長
、

上
原
校
長
ほ
か
で
県
教
育
庁
教
育

振
興
部
長
を
訪
問
。
校
舎
の
現
状

を
説
明
し
、
全
面
改
築
に
向
け
て

県
教
育
委
員
会
と
し
て
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
次
い
で
、

11
月
26
日
に
期
成
会
を
開
催
し
、

今
後
の
方
針
を
検
討
。
早
急
に
知

事
へ
の
陳
情
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成
26
年
１
月
14

日
に
小
川
知
事
及
び
杉
光
県
教
育

長
へ
陳
情
。
県
と
し
て
は
、
27
年

度
ま
で
県
下
校
舎
耐
震
工
事
が
計

画
さ
れ
て
い
る
た
め
、
翌
28
年
度

中
に
校
舎
全
面
改
築
の
基
本
構
想

を
作
成
し
、
平
成
29
年
（
90
周

年
）
の
本
館
設
計
を
皮
切
り
に
順

次
１
０
０
周
年
に
向
け
て
全
面
改

築
を
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
陳
情
に
は
同
窓
会
か
ら
は
門

校
舎
全
面
改
築
促
進
期
成
会
た
よ
り

野　球　坂本　龍之介　43 名
一球入魂！勇猛果敢 !!“感謝”を忘れず頑張ります。

ソフトテニス（男）　藤 亮裕　18 名
つなげ！粘りの一球！夢はでっかく全国制覇！

ソフトテニス（女）　大石 紗綾　24 名
大切にしよう仲間との絆。目指せ県大会出場 !!

硬式テニス（男）　日高 翼　41 名
県大会出場を目指して頑張っています！

硬式テニス（女）　仲道 千夏　25 名
最後の最後まであきらめない試合で練習と仲間
を信じる！

バレーボール（男）　西村 祐輔　15 名

バレーボール（女）　吉村 洸乃　14 名
県大会出場を目標に頑張っています！

卓　球　三浦 尭徳　22 名
県大会出場を目指して、日々、精進しています。

バスケットボール（男）松尾 太一郎　25 名
県大会出場！

バスケットボール（女）竹ノ内 遥　13 名
気炎万丈！勝利をつかめ！

ラグビー　堂森 真太郎　
ひたむきにがむしゃらに勝利を掴みにいきます。

サッカー　渡辺 旭　45 名
チャレンジャー精神！県大会出場が目標！

ハンドボール　大野　絋太郎　28 名
強い心と戦う仲間と共に全力で走り抜きます！

水泳（競泳）　溝口 俊　42 名
一泳入魂！今年こそ九州大会に出場します !!

柔　道　山﨑 幸乃　5 名
現在女子部員のみですが、気合と元気の良さは
負けません。

剣道（男）　林田 昌樹　12 名
今年は九州大会以上を目指して頑張ります！

剣道（女）　藤井 有香　8 名
県大会ベスト８！玉竜旗でテレビ中継されること !!

山　岳　太田 寛人　13 名
今年も九州大会出場を目指して頑張ります！

バドミントン（男）　石田 輝光　8 名
一致団結して頑張っています！

バドミントン（女）　大塚 咲里　19 名
今年も地区３位以内に入って、県大会に出場し
ます！気合 !!

陸上競技　上村　拓斗　41 名
３年連続インターハイ出場を目指して頑張って
います！

応　援　加藤　空　9 名
校歌の大切さを伝えるべく全力尽くす。

家庭科研究同好会　石橋 幸奈　13 名
調理と被服をしています。

文　芸　徳勝 有紀　9 名
コンクール入賞を全員めざします！

百人一首　高橋 茉希　４名
百人一首を愛しています！

郷土研究　中西 是登　3 名
歴史はロマンだって！

物　理　清水 勇佑　10 名
やると決めたら最後までやり遂げましょう。

化　学　飯野 友星　14 名
翔丘祭に向け、さまざまな実験をしていきます！

生　物　外村 俊輔　11 名
生物を大切に扱い、正しく知ろう。

地　学　小川 湧也　6 名
天体・地質の分野で活動しています！

美　術　柴田 裕花　12 名
個々で自分の作品を追求していきます。

書　道　原 弘華　14 名
最高の仲間と共に、無限大の可能性を秘めて…
天空海闊。

吹奏楽　高松 尚平　47 名
仲間。「輪」を大切にして、九州大会出場を目指
します！

演　劇　諸石 亜里紗　14 名
感謝×感劇 !! 全国大会出場目指して頑張ります !!

ＥＳＳ　宮田 怜　9 名
楽しんで英語を学ぶ！みんなで英語力を高め合
います。

写　真　内山 加央里　13 名
仲良く楽しくほのぼのと活動！

放　送　中野 恵　5 名
いつも笑顔で仲が良い部活です！日々高め合っ
ています。

茶　道　有働 彩乃　24 名
１、２年仲良く、和気あいあいと楽しく♪

ギターアンサンブル　木村 勇太　41 名
文化祭 LIVE、どこよりも熱い場所にする !!

囲碁将棋　野副 峻史
祝全国大会出場！目指せ、２年連続出場！

特別活動 クイズ研究会　野副 峻史
目指せ！高校生クイズ全国大会出場！

司
稔
会
長
を
は
じ
め
、
稲
員
大
三

郎
副
会
長
・
井
本
宗
司
理
事
・
加

藤
久
嘉
事
務
局
長
な
ら
び
に
中
牟

田
伸
二
県
議
（
28
回
）
堤
か
な
め

県
議（
31
回
）
が
同
席
し
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

平成26年度先生の異動一覧
転　入 転　出

職　名 氏　名 前　任 職　名 氏　名 転出先
副 校 長 立光　敏弘 宗像　教頭 副 校 長 原　　尚士 定年退職

教　 頭 真海　誠司 嘉穂東
教頭 教　 頭 虎本　和三 福岡工業

副校長

主任教諭 古賀　和義（英語）小郡
指導教諭

地区担当    
指導主事 大石　道也 北筑後教育

事務所

教　 諭 三池　司郎（数学）光陵 教  諭 不老　貴規（地歴）教育庁高校
教育課

教　 諭 早川　俊雄（理科）福岡 教  諭 江頭真由美（化学）福岡中央

教　 諭 中村　昌樹（英語）福岡 教  諭 川上　政嗣（国語）城南

教　 諭 吉田　浩二（数学）福岡中央 教  諭 山嵜　輝雄（英語）春日

教  諭 松隈真一朗（理科）福岡中央 教  諭 吉田　忠司（数学）筑紫

教  諭 一ノ瀬泰宏（社会）須惠 教  諭 蟻川　佳史（英語）佐賀県

教  諭 笠原　麻貴（地歴）新規採用

教  諭 木下　尚彦（理科）新規採用 養護教諭 富田　清子 定年退職

養護教諭 草葉美加子 武蔵台

主任実習助手 志岐　利枝 朝倉 事務次長 日下   照雄 福岡講倫館

事務次長 和田　宏二 福岡講倫館 事務主査 中村　繁博 福岡

主任技能員 柴田　七郎 福岡高等聴覚
特別支援学校 主任技能員 住吉　嘉昭 福岡工業

知事へ陳情書手交
杉光教育長へ陳情書手交

生徒は勉学に励むとともに多くの部活動に所属し、高体連、
高文連の大会に向け、日々、練習に励んでいます！

〈部活名／部長名／部員数／部のモットー〉　　　（平成 26 年 4 月 1 日現在）
部活動紹介

前
事
務
局
長加藤

久
嘉
（
定
15
） 

〈
退
任
ご
あ
い
さ
つ
〉

ら
急
き
ょ
事
務
局
に
詰
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
常
任
幹
事
や

各
委
員
会
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

ど
う
に
か
、
こ
れ
ま
で
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
年
半
の
在
任
中
に
、
現
職
在

職
中
に
処
理
で
き
な
か
っ
た
学
校

林
の
処
分
や
、
財
団
法
人
筑
高
協

会
の
解
散
、
学
校
法
人
筑
紫
丘
学

園
の
清
算
、
さ
ら
に
歴
史
資
料
室

「
記
念
館
」
の
開
館
、
会
員
名
簿

の
デ
ー
タ
管
理
化
な
ど
の
懸
案
事

項
が
す
べ
て
解
決
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
よ
う
や
く
筑
紫
丘
を
卒
業
さ

せ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
定
期
総
会
も
毎

年
の
総
会
実
行
委
員
会
の
お
か
げ

で
年
々
参
加
者
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
し
、
何
よ
り
若
い
同
窓
生
が

積
極
的
に
同
窓
会
活
動
を
展
開
し

て
く
れ
て
い
る
の
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

母
校
と
同
窓
会
が
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

関
元
事
務

局
長
の
ご
病

気
で
、
平
成

19
年
10
月
か
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☆「総会実行に携わっ
て」　平川（久保山）智
子　高校を卒業して30
年目を迎えた今。きっ
かけは１本の電話でし

た。高校に再び通えるなんて…。
　短大の卒業と同時に、結婚、出産、
育児（育自）…と慌ただしく毎日
を送ってきました。３人の子ども
が成長した頃、ボランティアや仕
事を始めました。「毎日完全燃焼！」
をモットーに、布団に入ると数秒
で眠りに落ちる日々です。
　転機は、孫の誕生でした。自分
の出産の時よりもドキドキしまし
た。小さな小さな命。小さな宝物
を抱いて、心が温かくなりました。
　私にとって元気をチャージする
方法が二つあります。一つ目は友
達と過ごす時間を作ることです。
上達しない陶芸や、フラワーアレ
ンジメントなどの作品を見て、会
話がはずみます。そして二つ目は、
孫との時間を作ることです。彼女
は底無しのパワーを持っています。
　魔法の言葉で、たくさんの笑顔
を生み出してくれます。今は自分
が子育てしていた時とは違う気持
ちで、ゆっくりと孫の成長を楽し
んでいます。
　自分にとって総会までの有意義
な時間を作らせてくれた岩渕君に
感謝（！？）しつつ、総会での出会い
を楽しみにしています。
☆「人の変化を楽しむ仕事」　高尾
英正　大学を卒業してからの25年

間、一貫して人材採用
から教育に関する仕事
を行ってきました。新
卒で入社した㈱リク
ルートでの教育研修の

仕事で、研修を受けた方が「変化
する姿」を見て「これは面白い！」
「ぜひこの仕事で人の支援をした
い！」と強く感じ、代理店を経て
５年前に独立しました。また研修
の仕事に加えキャリアカウンセ
ラーのスタッフと就職・転職を考
えている大学生・社会人の個別面
談によるカウンセリング、セミナー
などを北部九州エリアで行ってい
ます。研修もカウンセリングも人
対人。いかにその場その場で様々
な「コミュニケ―ション力」を発
揮できるかが問われます。その力
が磨かれたのは私の場合、４回の
転校経験（小学校３回、高校１回）。
このスキルを発揮することで仕事
している今となっては、子どもの
頃転校を理由に大嫌いだった父親
に感謝する日々です。
☆「猫と暮らす」　岩渕　穣　我

が家には２匹の猫がい
ます。２年程前、公園
に捨てられていた兄妹
４匹を保護し、メス２
匹は知り合いに、オス

２匹を手元に残しました。元々は
全頭もらい手を探すつもりでいま
したので、別れる時のつらさを思
い、敢えて名前は付けず毛色で呼
んでいました。ということで我が
家の一員になった今も、彼らはシ
ロとクロのままです。好奇心旺盛

でやんちゃなお年頃の彼らはいろ
いろとやらかしてくれます。あり
とあらゆるドアを開け、細めのコー
ドはかみちぎり、フリースは大好
物、高さへの憧れはテレビの前面
にくっきりと失敗の爪あとを残し
ています。本体価格０円の彼らに
も、何かとオプションでお金はか
かります。でも、ゆっくりまった
りの猫ライフはプライスレス。一
緒に元気に年を重ねていきたいと
考えています。
☆「ラン・ラン・ラン」　僧　偉航

　社会人になって20年
以上首都圏在住で母校
や福岡のことも忘れか
けておりましたが、２
年前に母校の卒業生で

結成されたランナーの集まり「Ｄo
Ｍの会！」にいつの間に入ってか
らは、毎月自分で設定する走行距
離目標の達成のために週末数字を
にらみながら走る毎日が続いてお
ります。先輩後輩関係なく互いの
目標達成をあおったりあおられた
りで、短期間で辞めるつもりが２
年以上走り続けており、仲間で湘
南の海を走ったり、リレーマラソ
ンやフルマラソンを走って楽しん
でおります。仕事はというと二回
の転職の末にリコーの知的財産
本部に10年以上勤務しております。
発明を発掘・出願・権利化して特
許にすることで競合他社や外国企
業から自社技術を守ろうと頑張っ
ております。人生後半戦ですが仕
事も家庭もランニング同様に走り
続けようと思うこの頃です。

近　況 高37回

雑 報

丘
女
会

こ
れ
か
ら
の
課
題
を
模
索

台
地
上
に
つ
な
が
る

福
岡
城
と
わ
が
母
校

『
軍
師
官
兵
衛
』
放
映
に
ち
な
ん
で

岡
部
定
一
郎
（
高
２
）

「
丘
女
の
祈
り
」

　

さ
て
、
２
年
目
を
迎
え
た
私
達

女
子
同
窓
会
「
丘
女
会
」
は
、
こ

れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か
う
の
で
し
ょ

う
か
？
具
体
的
な
目
標
は
？
効
果

的
な
手
法
は
？
手
探
り
の
航
海
で

す
。
ま
ず
は
同
窓
会
本
部
の
賛
助

的
存
在
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
た
だ
、
そ
こ
に
留
ま
れ
な

い
、
私
達
の
内
な
る
声
が
聞
こ
え

て
来
ま
す
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国

で
は
戦
後
新
憲
法
で
女
性
に
参
政

権
が
与
え
ら
れ
て
約
70
年
に
な
り

ま
す
が
、
女
性
の
社
会
的
地
位
の

国
際
的
ラ
ン
ク
を
見
る
と
、
高
学

歴
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本

女
性
の
活
躍
は
ま
だ
ま
だ
の
よ
う

で
す
。

　

最
近
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
昔
懐
か

し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
「
メ

リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」
を
見
ま
し
た
。

時
代
は
１
９
１
０
年
代
の
イ
ギ
リ

ス
、
冒
頭
に
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
が

乳
母
と
し
て
雇
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
銀
行
家
の
妻
が
女
性
参
政
権

を
求
め
る
集
会
か
ら
帰
宅
し
、
メ

イ
ド
達
と
肩
を
組
み
、
腕
を
突
き

上
げ
て
女
性
参
政
権
を
求
め
、
声

高
ら
か
に
歌
い
な
が
ら
家
中
を
行

進
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
、
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
原
作
に
は

な
い
シ
ー
ン
な
の
で
、
映
画
で
は

そ
の
時
代
を
生
き
る
イ
ギ
リ
ス

女
性
の
自
立
へ
の
強
い
思
い
を
、

チ
ョ
ッ
ピ
リ
で
す
が
映
し
出
し
て

見
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

な
女
性
達
の
運
動
の
結
果
、
イ
ギ

リ
ス
で
は
１
９
２
８
年
に
男
女
平

等
の
普
通
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た

の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
達
「
丘
女
会
」
も

世
界
の
先
人
が
勝
ち
取
っ
た
貴
重

な
女
性
の
人
権
を
享
受
し
謳
歌
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
伴
う
社

会
的
義
務
や
責
任
に
心
を
砕
い
て

こ
そ
、
誇
り
高
き
筑
紫
丘
Ｏ
Ｇ
と

言
え
ま
す
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
今
後
の
「
丘

女
会
」
の
オ
モ
シ
ロ
文
化
事
業
に
、

こ
の
難
し
い
課
題
を
い
か
に
ト
ッ

ピ
ン
グ
で
き
る
か
が
悩
ま
し
い
問

題
で
あ
り
、
丘
女
の
祈
り
な
の
で

す
。

白
水
心
子
（
高
24
）

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

『
軍
師
官
兵
衛
』
の
主
人
公
・
黒

田
官
兵
衛
（
如
水
）
と
嫡
男
の
長

政
が
、
豊
富
な
築
城
技
術
を
駆
使

し
て
築
い
た
の
が
福
岡
城
で
あ
る
。

戦
国
時
代
に
生
き
た
官
兵
衛
が
生

涯
関
わ
っ
た
城
は
大
小
65
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
福
岡
城
は

最
後
で
、
し
か
も
大
規
模
。
そ
の

集
大
成
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
福
岡
城
は
筑
紫
丘
高
校
の

敷
地
が
あ
る
台
地
が
北
に
延
び
る

丘
陵
の
先
、
当
時
、
警
固
村
福
崎

と
呼
ば
れ
た
岬
台
地
に
築
か
れ
て

い
る
。

　

校
歌
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

　

丘
上　

吾
等
偲

　

遥
　々

筑
紫
国
原

　

思
出　

夢
遠

　

民
族　

歴
史
荷

　

日
本　

守
護

　

も
と
よ
り
校
歌
は
太
平
洋
戦
争

後
の
筑
高
生
の
あ
る
べ
き
姿
を

歌
っ
た
も
の
と
思
う
が
、
同
じ
台

地
上
で
育
て
ら
れ
た
同
窓
生
の
一

人
と
し
て
福
岡
城
と
も
不
思
議
な

縁
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
私
た
ち
の
生
徒
時
代
は
旧
校
歌

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
地
理
関
係
を
少
し
説
明
し

た
い
（
別
図
参
照
）。
南
北
に
つ

ら
な
る
台
地
は
、
い
わ
ゆ
る
舌
状

台
地
で
、
野
間
四
つ
角
と
呼
ば
れ

る
辺
り
で
若
久
川
や
、
斉
明
天

皇
・
盤
瀬
宮
伝
説
と
関
連
す
る
川

筋
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
る
が
、
や

が
て
高
宮
八
幡
宮
が
鎮
座
す
る
小

高
い
台
地
と
な
り
、
さ
ら
に
鴻
巣

山
緑
地
、
南
公
園
、
櫻
ヶ
岬
か
ら

赤
坂
山
へ
。
そ
し
て
福
崎
と
云
う

博
多
湾
に
突
き
出
る
岬
に
至
る
。

　

こ
の
平
丘
状
の
山
脈
を
大
休
連

山
と
云
う
。
地
盤
の
固
い
岸
山
帯

系
の
地
形
で
あ
り
、
こ
れ
を
生
か

し
て
慶
長
６
（
１
６
０
１
）
年
、

筑
前
領
52
萬
３
千
石
の
居
城
と
し

て
本
格
的
に
城
づ
く

り
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
に
先
立
つ

関
ヶ
原
の
合
戦
は
中

世
と
近
世
の
分
け
目

の
戦
い
で
も
あ
り
、

官
兵
衛
、
長
政
親
子

は
天
下
人
と
な
っ
た

徳
川
家
康
に
戦
功
に

よ
る
52
萬
３
千
石
の

地
を
筑
前
に
求
め
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
は
そ
の
昔
よ

り
西
国
鎮
西
の
府
で
あ
る
「
大
宰

府
」
を
中
心
に
、
国
内
は
も
と
よ

り
元
寇
や
そ
の
後
の
西
洋
諸
国
の

植
民
地
対
策
を
例
に
挙
げ
る
ま
で

も
な
く
、
国
際
的
に
も
日
本
国
土

を
守
る
要
衝
の
地
で
も
あ
っ
た
。

親
子
は
西
国
の
安
寧
を
護
る
べ
く

「
筑
前
御
討
ち
入
り
」
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

の
ち
、
官
兵
衛
は
一
時
、
太
宰

府
天
満
宮
の
仮
隠
居
所
で
過
ご
す

が
、
初
夢
を
歌
題
に
連
歌
百
韻
の

会
を
催
す
。
そ
の
時
の
歌
│
│

　

松
う
む
（
梅
）
や

　
　

末
な
か
か
れ
と
み
と
り
た
つ

　

山
よ
り
つ
ゝ
く

　
　
　
　

さ
と
（
里
）
は
ふ
く
丘

　
「
幸
せ
」「
福
」
を
呼
ぶ
平
和
な

国
と
な
る
こ
と
を
願
う
歌
で
あ
る
。

そ
の
歌
題
に
沿
っ
て
一
族
も
そ
れ

ぞ
れ
に
福
岡
と
い
う
地
名
、
城
下

藩
領
の
幸
せ
を
願
っ
て
歌
を
連
ね

た
。

　

戦
乱
終
息
と
天
下
を
狙
っ
た
信

長
、
秀
吉
、
家
康
に
仕
え
、
そ
の

実
現
に
智
将
と
し
て
采
配
を
振

る
っ
た
黒
田
官
兵
衛
。
そ
の
居
城

ゆ
か
り
の
台
地
に
連
な
っ
て
、
わ

が
筑
紫
丘
高
校
は
あ
る
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
岡
城
市
民
の
会

事
務
局
長
、
福
岡
城
復
元
構
想
委

員
会
委
員
）

　

受
験
費
用
の
確
保
が
困
難
な
生

徒
を
対
象
に
、
１
人
10
万
円
を
支

給
す
る
教
育
支
援
金
支
給
は
平
成

22
年
度
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
度
の
教
育
支
援
金
支
給
は

11
人
で
、
１
月
31
日
校
長
室
で
決

定
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
給
者

の
代
表
か
ら
は
「
第
一
志
望
の
進

路
実
現
に
向
け
て
精
一
杯
努
力
す

る
」
と
力
強
く
お
礼
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
支
給
を
始
め
て

か
ら
の
教
育
支
援
金
受
領
者
は
通

算
47
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
12
月
か
ら
今
年
３

月
ま
で
の
募
金
を
い
た
だ
い
た
い

方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
関
西
支
部
▽
定
期
総
会
▽
田

中
種
彦（
高
33
）▽
江
濱
義
博（
高

33
）
▽
土
師
政
敏
（
定
10
）
▽
江

濱
義
博（
高
33
）▽
土
師
政
敏（
定

10
）
▽
富
田
紘
（
高
12
）
▽
桐
生

元
治
（
定
10
）
▽
松
下
則
通
（
高

18
）
▽
江
濱
義
博
（
高
33
）
▽
高

34
回
生
一
同

教
育
支
援
金
　
今
年
は
11
人
に
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昭
和
23
年
卒
業
の
筑
中
５
年
１

組
。
忘
れ
得
な
い
思
い
出
を
持
つ

ク
ラ
ス
だ
。

　

昭
和
21
年
３
月
、
台
北
か
ら
引

き
上
げ
た
。
東
中
洲
の
大
橋
で

ば
っ
た
り
台
北
一
中
で
生
物
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
上
畑
輝
義
先
生

と
出
会
う
。
転
学
の
悩
み
を
訴
え

る
と
、
筑
中
受
験
を
勧
め
ら
れ
た
。

一
緒
に
受
験
し
た
中
に
田
中
初
太

郎
校
長
の
次
男
徹
也
君
が
い
た
。

　

▼
田
中
初
太
郎
校
長  

三
潴
郡

内
の
出
身
。
広
島
高
等
師
範
理
科

二
部
卒
。
浮
羽
中
学
、
鹿
児
島
・

川
辺
中
学
教
諭
を
経
て
昭
和
３
年

筑
中
へ
。
18
年
山
田
中
学
開
校
で

同
校
校
長
に
。
23
年
筑
中
最
後
の

校
長
（
第
５
代
）
に
な
る
。
24
年

初
代
教
職
員
課
長
に
転
出
。

　

田
中
君
と
は
長
崎
経
済
専
門
学

校
に
進
学
。
下
宿
ま
で
共
に
し
よ

う
と
は
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。  

戦
時
中
の
台
北
一
中
３
年
生
半
ば
、

陸
軍
の
特
別
志
願
兵
と
い
う
こ
と

で
山
中
に
竹
で
兵
舎
を
作
り
軍
事

演
習
に
明
け
暮
れ
た
。
厳
し
い
訓

練
に
食
べ
ざ
か
り
の
私
達
は
飢
え

に
陥
り
、
仲
間
同
士
の
い
じ
め
も

あ
る
凄
惨
さ
。
つ
い
に
急
性
大
腸

炎
を
患
い
、
陸
軍
病
院
に
入
院
し

た
。

　

組
担
任
の
上
畑
輝
義
先
生
は
、

実
直
な
先
生
で
植
物
の
標
本
整
理

の
手
伝
い
を
し
た
。

　

▼
上
畑
輝
義
先
生  

鹿
児
島
県

出
身
。
川
内
中
学
か
ら
広
島
高
等

師
範
理
科
三
部
卒
。
台
湾
総
督
府

で
採
用
さ
れ
台
北
一
中
教
諭
。
戦

後
引
き
揚
げ
て
川
辺
高
女
か
ら
22

年
三
宅
中
、筑
中
に
。
後
に
広
島
・

安
田
学
園
に
移
る
。

　

長
崎
経
専
で
の
私
は
、
真
面
目

で
出
席
は
よ
く
授
業
で
の
ノ
ー
ト

取
り
も
上
々
。
一
方
、
田
中
君
は

三
潴
郡
内
の
叔
父
さ
ん
の
病
院
で

ア
ル
バ
イ
ト
に
没
頭
し
て
い
て
学

校
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
見
せ
な
い
。

と
こ
ろ
が
試
験
が
近
く
な
る
と
決

ま
っ
て
顔
を
出
し
て
「
オ
ー
イ
、

ノ
ー
ト
を
見
せ
て
く
れ
」
と
言
っ

て
は
一
夜
漬
け
だ
。
頭
脳
は
明
晰

な
の
で
田
中
君
は
落
第
も
し
な
い
。

　

真
向
か
い
の
下
宿
に
医
者
の
娘

さ
ん
が
い
た
。
活
水
女
専
の
生
徒

で
ど
う
や
っ
て
口
説
い
た
の
か
、

デ
ー
ト
を
重
ね
社
会
人
に
な
っ
て

結
婚
し
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
彼
は
北
欧
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
が
好
き
で
音
譜
を
家
の
襖
に
書

き
込
ん
だ
。
音
楽
学
校
向
き
だ
と

思
っ
た
。

　

筑
中
の
級
友
た
ち
は
お
お
ら
か

で
差
別
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
の
ク
ラ
ス
対
抗
試
合
で

相
手
の
膝
が
私
の
頭
に
ぶ
つ
か
り

脳
振
盪と

う

を
お
こ
し
、
人
事
不
省
と

な
る
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
医
務
室

に
担
ぎ
こ
ま
れ
た
。
こ
の
時
、
介

抱
し
て
く
れ
た
心
や
さ
し
さ
が
身

に
し
み
た
。

　

万
行
寺
の
隣
に
ク
ラ
ス
の
新
免

利
晃
君
（
故
人
）
の
家
族
が
経
営

す
る
旅
館
が
あ
り
、
立
ち
寄
っ
て

い
た
。
ま
た
、
大
阪
・
池
田
市
に

住
む
上
畑
芳
一
（
上
畑
先
生
の
長

男
）
は
英
文
学
者
に
。
さ
ら
に
高

浜
保
君
は
長
崎
県
立
大
で
学
長
に

な
っ
た
。九
州
大
の
仏
文
学
で「
仏

文
の
専
門
者
が
い
な
か
っ
た
の
で

学
長
に
な
れ
た
」
と
言
っ
て
い
た

が
、
数
年
前
に
物
故
し
た
。

  

今
母
校
は
筑
紫
丘
高
校
と
な
っ

て
別
の
地
に
あ
る
が
、
塩
原
に

あ
っ
た
鉄
筋
三
層
白
亜
の
筑
中
校

舎
が
懐
か
し
い
。

× 

× 

× 

× 

× 

×

　

戦
闘
帽
の
生
徒
も
見
ら
れ
た
焼

け
跡
民
主
主
義
の
頃
、
無
口
で
黒

帽
を
目
深
く
被
っ
た
生
徒
が
目
を

同窓会　花盛り
☆「３年後に向けて」【高40回】
　高40回生の学年同窓会が平成26年
１月２日に天神テルラで開催されま
した。
　３年後の同窓会総会の当番幹事を
控え、472人の卒業生がいる中、全国
各地から40人が参加。さらに、スペ
シャルゲストに丹生先生をお迎えし
て、学生時代から現在にいたるまで、
よもやま話に花を咲かせました。在学
中は話をしたことがなかった同窓生
とも話ができ、楽しい時間を過ごしま
した。
　いろいろな仕事をしている人がい
て、実は仕事上でつながりのある人が
いたり、今後つながりが出てきそうな
人がいたりと、異業種交流会の要素も。
　二次会は高39回生の先輩が経営し
ている大名の歌謡曲Barへ。他の卒業
回生も多い中、私たちも多数が参加
し、楽しいひと時を過ごしました。聞
くところによると三次会、四次会まで
あって遅くまで話が盛り上がったと
のこと。これからもご縁を大事にしつ
つ、来るべき周年行事に向けて歩んで
いきたいと思っています。

秋丸健二（高40）

☆「初の学年同窓会」【高48回】
　卒業時の年齢の２倍生きたこと記
念して、というわけではありません
が、平成26年１月2日、福岡ガーデン
パレスにおいて学年同窓会を開催し
ました。当日は寒い中、先生方も含め
て85人の参加がありました。また、急
きょ設定した二次会には50人ほどが
参加。18年の時の経過を感じさせない
盛会ぶりで、幹事一同ほっと胸をなで
おろしました。
　かつては常任幹事が空席だった
我々でも学年同窓会を開催できたこ
とで、来る総会当番幹事の年に向けて
少し自信がついたように思います。次
回は２年後の平成28年１月２日に開
催する予定です。最後になりますが、
今回の同窓会の開催にたいして同窓
会事務局から多大なご支援をいただ
きました。ここにあらめてお礼を申し
上げます。　　　　　遠藤敏志（高48）

☆「学年同窓会～三十路～」【高54回】
　平成26年１月２日、８年ぶりに先生
方もお呼びした本格的な学年同窓会
を西鉄グランドホテル・鳳凰の間で開
催しました。私たちの回は「次の学年
同窓会いつだっけ？」とならないよ
う、分かりやすく30歳以降は年齢が５
の倍数になった年に（つまり5年に１
度）行っていくことにしています。

　ともあれ前回開催時からは８年
経っており、結婚した同級生も多く、
ベビーカーもちらほら見られて時の
流れを感じざるを得ませんでした。今
回は120人の参加がありました。二次
会も60人程が参加し、話は尽きなかっ
たです。遠方で来れない人もいました
ので、これからは関東・関西の同窓会
も積極的に取り組んでいきます！

赤司祥一（高54）

☆「絆の強さ確認」【高58回】
　平成26年１月２日に、高校58回生の
学年同窓会を開催しました。約180人
の同窓生が参加、６人の先生方にも出
席していただき盛会でした。大学生
だった前回の同窓会と違い、多くが社
会人となった今回は、互いに近況を報
告し合い、仕事について熱く語り合う
など、高校時代とは違う仲間の一面を
見られた気がしました。しかし、何年
経っても思い出話に花は咲き、必死に
頑張ったあの頃の話で盛り上がりま
した。それぞれに生活を持ちながらも
集まればすぐに昔の感覚に戻ること
のできる、青春時代をともに過ごした
仲間たちとの絆の強さを感じました。
　今回の同窓会では、仲間たちがそ
れぞれ新しい世界を切り拓き始めて
いることを知り、あらめて大人になっ
たことを実感し責任も感じました。次

の同窓会のときには、お互いどんな生
活を持っているのだろうとワクワク
しながら、仲間たちとの再会を誓いま
した。　　　　　　平原早寿子（高58）

☆「変わらぬ筑高への思い」【高62回】
   2014年が明けてすぐの１月３日、62
回生同窓会が西鉄グランドホテルで
行われました。先生方13人、62回生
252人もの人数が集まり、一次会、二
次会を楽しみました。場所を移して
行われた三次会でも100余人が集まり、
会の大盛況ぶりがうかがえました。
  高校を卒業して４年が過ぎようとし
ていますが、その時の流れは感じさせ
ず、誰もが高校時代に戻ったように会
を楽しむことができたと思います。
  一次会は先生方のお話を頂戴するな
ど格式ある会となり、二次会はビンゴ
ゲームなど余興を入れてみんなで盛
り上がる会となりました。先生方にも
62回生にも笑顔があふれ、久しぶりの
再会を喜ぶみなさんの姿が印象的で
した。
  今回の同窓会で卒業しても変わらな
い筑紫丘への思い、友、先生への思い
を再確認できたのではないでしょう
か。これからもみんなが筑紫丘を懐か
しくなったころに同窓会を開いてい
けたらと思います。先生方、62回生の
みなさん、多数のご参加ありがとうご
ざいました。　　　　隈部峻介（高62）

　

林
豊
司
君
（
高
19
）
が
、
昨
年

「
黄
綬
褒
章
」
を
受
章
、
天
皇
陛

下
に
拝
謁
し
ま
し
た
。

　

林
君
は
昭
和
42
年
に
筑
紫
丘
高

校
を
卒
業
後
、
武
蔵
大
学
を
出
て
、

昭
和
54
年
に
ソ
フ
ト
・
シ
リ
カ
株

式
会
社
に
入
社
、
現
在
同
社
代
表

取
締
役
社
長
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　

ソ
フ
ト
・
シ
リ
カ
社
は
農
業
・

園
芸
な
ど
の
資
材
の
販
売
会
社
で
、

そ
の
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
章
の
栄
誉
に
至
り
ま
し
た
。

林
君
は
在
校
中
は
化
学
部
に
所
属

し
、
そ
の
時
の
知
識
が
今
の
会
社

で
役
に
立
ち
、
今
回
の
受
章
に
繋

が
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
先
立
つ
こ
と
４
年
前
、
国
土
交

通
省
大
臣
表
彰
（
建
設
事
業
部
関

連
功
労
）
も
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
公
益
社
団
法

人
日
本
家
庭
園
芸
普
及

協
会
・
運
営
理
事
総

務
委
員
長
や
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
等
で
も

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
65

大いに盛りあがった高40回同窓会

同窓会で、参加していただいた恩師の紹介も

54回生の学年同窓会の記念撮影

48回生同窓会

歳
に
な
っ
て
も
バ
リ
バ
リ
の
林
君

の
パ
ワ
ー
に
あ
や
か
り
た
い
も
の

で
す
。

　

同
級
生
に
こ
の
よ
う
な
誉
れ
を

頂
い
た
仲
間
が
い
る
と
は
、
私
達

も
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
も
得
意
な
林
君
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
社
会
に
さ
ら

に
貢
献
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
で
も
、
無
理
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
の
家

の
庭
も
、
林
君
か
ら
教
示
頂
い
た

「
ソ
フ
ト
シ
リ
カ（
ミ
リ
オ
ン
）」

で
芝
生
は
の
び
の
び
と
育
ち
、
林

君
自
ら
来
て
い
た
だ
き
植
樹
し
て

も
ら
っ
た
木
々
は
す
く
す
く
と
成

長
し
て
い
ま
す
。右近

博
雄
（
高
19
）

惹ひ

い
た
。
精せ

い

励れ
い

恪か
っ

勤き
ん

な

鈴
木
彰
さ
ん
の
姿
で

サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
っ
た
。

　

昭
和
26
年
旧
制
最

後
の
長
崎
経
専
の
卒

業
。
戦
中
の
19
年
３

月
ま
で
は
長
崎
高
商

の
名
で
一
橋
、
神
戸

高
商
と
と
も
に
多
く
の
財
界
人
を

輩
出
し
た
。

　

戦
後
は
経
済
の
復
興
期
で
鈴
木

さ
ん
は
担
任
教
官
の
薦
め
で
熊
本

総
合
銀
行
に
入
り
、
福
岡
、
鹿
児

島
、
熊
本
県
内
の
各
支
店
を
回
り

企
画
部
長
や
営
業
推
進
部
長
し
た
。

努
力
で
築
き
上
げ
た
一
代
だ
。

大
谷
希
幸
（
中
18
）

「
黄
綬
褒
章
」を
受
章  

林
さ
ん（
高
19
）

友
情
に
あ
ふ
れ
た

昭
和
23
年
５
年
１
組
の
皆
さ
ん
達

鈴
木  

彰
（
中
18
）

「黄綬褒章」を受けた
林豊司さん

「転校生にも優しかった」と
鈴木さん
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と
も
に
共
著
な
が
ら
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
の
正
月
を
は
さ
ん

で『
博
多

園
山
笠
大
全
』と『
博

多
旧
町
名
歴
史
散
歩
』
の
２
冊
を

西
日
本
新
聞
社
か
ら
出
版
し
た
。

地
元
紙
の
記
者
と
し
て
長
く
博
多

園
山
笠
と
、
博
多
の
人
達
と
付

き
合
っ
て
き
て
お
り
、
２
冊
の
本

は
そ
の
延
長
上
の
仕
事
だ
っ
た
。

　
『
博
多

園
山
笠
大
全
』
は
昨

年
11
月
３
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で

福
岡
市
博
物
館
の
開
催
さ
れ
た

「
山
笠
の
力　

ハ
カ
タ
ウ
ツ
シ
」

展
の
図
録
と
し
て
企
画
さ
れ
た
が
、

同
博
物
館
の
学
芸
員
と
協
議
す
る

う
ち
、
展
示
物
の
写
真
や
論
文
だ

け
で
無
形
民
俗
文
化
財
（
国
指

　
「
昨
日
復
員
し
た
15
回
入
学
の

郡
島
で
す
。
四
年
に
編
入
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」。
昭
和
21
年
３
月
11

日
、
筑
紫
中
学
校
に
出
校
し
て
教

頭
に
挨
拶
し
た
。
教
頭
は
「
ご
苦

労
さ
ん
。
元
気
で
良
か
っ
た
ね
」

と
言
っ
て
席
を
立
っ
た
。

　

卒
業
証
書
を
持
っ
て
来
て
「
卒

業
お
め
で
と
う
」
と
手
渡
そ
う
と

す
る
。「
い
や
、
編
入
の
お
願
い

に
来
た
の
で
す
」
と
言
う
と
、「
君

た
ち
の
学
年
は
、
四
年
で
ほ
と
ん

ど
勉
強
も
せ
ず
工
場
に
動
員
さ
れ

た
の
で
、
君
も
三
年
終
了
で
卒
業

出
来
る
の
だ
」
と
。
戦
争
が
厳
し

く
な
り
私
ど
も
15
回
生
は
１
年
繰

り
上
げ
て
四
年
終
了
で
卒
業
し
た

の
だ
。

　
「
で
も
、
私
は
四
年
に
編
入
し

て
勉
強
し
直
し
た
い
の
で
す
」
と

戦
争
体
験
を
ま
じ
え
て
お
願
い
す

る
と
、「
君
は
在
学
中
に
煙た

ば
こ草
を

吸
い
よ
っ
た
ろ
う
が
」
と
。「
確

か
に
吸
い
よ
り
ま
し
た
」「
だ
か

ら
編
入
で
き
ん
の
だ
」「
し
か
し
、

筑
中
三
年
生
で
陸
軍
特
別
幹
部
候

補
生
（
略
称
「
特
幹
」）
を
志
願
。

第
１
期
生
と
し
て
陸
軍
航
空
通
信

学
校
加
古
川
教
育
隊
（
兵
庫
）
に

入
り
ま
し
た
が
、
吸
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
台
湾
で
は
一
兵
卒
と
し
て

一
人
前
に
煙
草
の
配
給
が
あ
り
ま

し
た
が
、
吸
い
ま
せ
ん
」。

　

し
ば
ら
く
議
論
し
て
い
て
「
そ

れ
な
ら
一
年
下
の
五
年
に
編
入
さ

せ
て
や
ろ
う
」
と
言
う
の
を
、
あ

定
）
の
紹
介
は
無
理
、
実
際
に
山

笠
を
舁か

く
人
は
む
ろ
ん
、
見
物
す

る
人
に
も
役
に
立
つ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
型
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
ま

と
ま
っ
た
。
そ
し
て
会
場
ば
か
り

で
は
な
く
、
一
般
の
書
店
で
も
販

売
す
る
こ
と
で
も
意
見
は
一
致
し

た
。

　

私
は
「
博
多

園
山
笠
小
史
」

と
「
山
笠
事
典
」
を
書
か
せ
て
も

ら
っ
た
。
こ
れ
ま
で
『
博
多

園

山
笠
振
興
会
五
十
年
史
』
や
冊

子
『
博
多
山
笠
』（
博
多

園
山

笠
振
興
会
刊
）
な
ど
の
制
作
に
携

わ
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
知

識
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
、

市
博
物
館
所
蔵
の
山
笠
屏
風
、
下

絵
な
ど
の
写
真
は
貴
重
で
あ
り
、

学
芸
員
の
推
理
を
交
え
て
解
説
も

面
白
く
、
楽
し
い
本
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

一
方
の
『
博
多
旧
町
名
歴
史
散

歩
』
は
西
日
本
新
聞
の
記
者
が
紙

上
で
連
載
し
た
「
博
多
・
旧
町
を

訪
ね
て
」
を
基
本
に
し
た
も
の
で
、

そ
の
書
籍
化
の
段
階
で
加
わ
っ

一
九
会
同
窓
会
解
散
記
念
誌

「
想
い
出
と
絆
」
発
刊

　

筑
中
19
回
生
と
筑
高
２
回
生
は
、

昭
和
19
年
に
筑
紫
中
学
に
入
学
し

た
同
期
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
窓

会
の
名
称
を｢

一い
ち

九き
ゅ
う

会か
い｣

と
し
て
、

年
２
回
の
「
一
九
会
報｣

の
発
行
、

ハ
イ
キ
ン
グ･

ゴ
ル
フ･

パ
ソ
コ
ン

･

囲
碁
な
ど
の
部
会
活
動
を
卒
業

以
来
連
綿
と
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
56
年
に
卒
業
30

周
年
記
念
と
し
て
母
校
に
ク
ラ
ス

数
に
ち
な
ん
だ
６
本
の
桜
を
寄
贈

さ
れ
、
毎
年
見
事
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。
平
成
11
年
の
卒
業
50

周
年
に
は
展
示
ケ
ー
ス
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
、
現
在
記
念
館
で
の

資
料
展
示
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
一
九
会
も
会

「
ラ
グ
ビ
ー
は
少
年

を
い
ち
早
く
大
人
に

し
、
大
人
に
い
つ
ま

で
も
少
年
の
心
を

抱
か
せ
る
」。
私
は
、

こ
の
筑
紫
丘
で
ラ
グ
ビ
ー
と
出
会

い
、
人
生
が
変
わ
っ
た
。
当
時
の

こ
と
を
振
り
返
る
と
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
思
い
出
す
。
勧
誘
に
来
た

ラ
グ
ビ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン
が
黒
板

に
英
語
で
「
Ｒ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
」
と
書

い
た
が
、
ス
ペ
ル
が
間
違
っ
て
い

て
皆
で
失
笑
し
た
こ
と
や
、
放
課

後
は
先
輩
部
員
に
担
が
れ
ア
リ
ー

ナ
ま
で
無
理
や
り
に
運
ば
れ
た
こ

と
な
ど
。

　

今
思
え
ば
か
な
り
酷
か
っ
た
と

思
う
が
、
い
い
記
憶
で
あ
る
。
入

部
を
す
れ
ば
ラ
ン
パ
ス
、
体
を
ぶ

つ
け
合
う
こ
と
の
毎
日
で
本
当
に

き
つ
か
っ
た
。
辞
め
て
い
く
同
期

も
何
人
か
い
た
。
き
つ
く
辛
い
毎

日
だ
っ
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
が
心
底

好
き
に
な
っ
た
。
最
後
の
引
退
試

合
は
今
で
も
鮮
明
だ
。
過
去
に
花

園
出
場
経
験
も
あ
る
筑
高
ラ
グ

ビ
ー
部
の
歴
史
か
ら
す
れ
ば
、
私

が
い
た
３
年
間
は
強
く
は
な
か
っ

た
が
、
一
生
の
友
と
夢
を
持
ち
、

自
分
自
身
の
在
り
方
を
学
ん
だ
。

　

筑
紫
丘
高
校
は
県
内
で
も
有
数

の
進
学
校
で
あ
る
が
、
勉
強
だ
け

で
な
く
高
校
３
年
間
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
、
筑
紫
丘
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
。
教
師
と
し
て

母
校
に
赴
任
で
き
た
こ
と
は
本
当

に
幸
せ
に
感
じ
る
。

　

先
日
、
入
学
式
の
直
後
に
入
部

届
け
を
出
し
て
き
た
子
が
い
た
。

こ
の
春
、
何
人
の
生
徒
が
ラ
グ

ビ
ー
部
に
入
部
し
て
く
れ
る
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
筑
紫
丘
で
楕
円

球
を
追
い
か
け
る
仲
間
が
１
人
で

も
増
え
る
こ
と
が
私
の
喜
び
だ
。

（
高
60　

Ｎ
）

　

福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
て

平
成
25
年
９
月
13
日
（
金
）
午
後

時
４
時
よ
り
、
同
窓
会
本
部
側
か

ら
門
司
稔
会
長
・
田
中
義
明
前
会

長
・
加
藤
久
嘉
事
務
局
長
の
３
人

の
来
賓
を
仰
ぎ
開
催
さ
れ
た
。
東

京
よ
り
３
人
・
神
戸
よ
り
１
人
・

北
九
州
よ
り
１
人
の
計
44
人
の
参

加
と
な
っ
た
。

　

石
橋
憲
行
代
表
幹
事
の
も
と

新
幹
事
態
勢

で
の
３
回
目

の
光
燦
会
同

窓
会
で
あ
っ

た
が
、
同
ホ

テ
ル
は
柳
雅

美
幹
事
（
学

年
幹
事
）
の

出
身
母
体
と

あ
っ
て
、
後

輩
の
堀
川
久

則
支
配
人
と

の
コ
ン
ビ
も
う
ま
く
い
き
、
美
味

し
い
た
く
さ
ん
の
食
事
を
共
に
し
、

旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
の
男
子
学
年
と
あ
っ
て
他
学

年
も
う
ら
や
む
男
の
絆
に
結
ば
れ

た
男
同
士
の
会
合
で
あ
っ
た
。

　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
黒
田
宏
と
高

橋
栄
敏
の
両
人
で
回
し
出
席
者
の

元
気
な
姿
を
撮
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
正
式
な
形
で
の
光

燦
会
同
窓
会
は
今
回
で
最
終
と
な

る
。
26
年
か
ら
は
新
た
な
形
で
の

昼
食
会
等
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
具
体
的
な
内
容
は
、

こ
れ
か
ら
関
係
者
が
集
ま
り
協
議

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

校
歌
と
応
援
歌
を
全
員
で
高
ら

か
に
合
唱
し
、
よ
り
元
気
な
姿
で

の
来
年
の
再
会
を
祈
念
し
て
、
井

島
鉚
一
く
ん
の
発
声
で
万
歳
を
三

唱
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

高
橋
栄
敏
（
高
３
）

員
が
高
齢
と
な
り
会
の
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
い
う
こ

と
で
、
昨
年
11
月
19
日
の
総
会
を

以
っ
て
つ
い
に
解
散
さ
れ
ま
し
た
。

　

解
散
に
あ
た
り
、
一
九
会
記
念

誌｢

想
い
出
と
絆｣

を
４
月
１

日
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ

ン
部
会
の
方
々
が
中
心
に
制
作
さ

れ
た
手
作
り
冊
子
で
す
が
、
カ

ラ
ー
印
刷
で
在
学
中
の
写
真
は
も

と
よ
り
、
一
九
会
の
各
部
会
の
活

動
記
録
が
収
録
さ
れ
た
１
１
８
頁

で
す
。
各
頁
の
随
所
に
同
窓
会
と

は
か
く
あ
る
べ
き
と
の
70
年
間
の

思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
同

窓
会
と
し
て
も
貴
重
な
資
料
で
す

の
で
、
一
部
を
頂
戴
し
記
念
館
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

く
ま
で
四
年
を
押
し
通
す
。
教
頭

は
そ
れ
で
も
「
だ
め
だ
」。

　

つ
い
に
頭
に
き
た
私
は
「
先
生

は
戦
時
中
、
九
州
で
一
番
多
く
の

生
徒
が
軍
関
係
に
進
ん
だ
の
は
熊

本
中
学
（
現
熊
本
高
校
）
で
、
筑

中
は
３
人
少
な
く
２
番
目
だ
っ

た
。
来
年
は
熊
中
を
抜
い
て
一
番

に
な
れ
と
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
そ
れ
が
志
願
の
理
由
の
一
つ

で
す
」と
告
げ
る
と
、つ
い
に「
そ

れ
な
ら
編
入
試
験
を
受
け
ろ
」
と

言
っ
た
。
試
験
ま
で
10
日
余
。

　

戦
時
中
、
敵
性
語
と
言
わ
れ
た

英
語
は
手
に
負
え
す
投
げ
る
。
数

学
は
得
意
な
の
で
パ
ス
。
そ
の
他

の
暗
記
も
の
を
中
心
に
夜
は
３
時

間
程
度
し
か
眠
ら
ず
に
猛
勉
強
。

台
湾
軍
司
令
部
で
は 

16
時
間
勤

務
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
睡
眠

時
間
の
短
縮
は
平
気
。
そ
し
て

や
っ
と
中
学
四
年
に
復
学
。
18
回

生
と
な
っ
た
。

　
沖
縄
と
の
通
信

　
同
期
生
と
わ
か
り
泣
き
出
す

　

大
事
な
思
い
を
つ
け
加
え
た
い
。

　

昭
和
19
年
４
月
、
加
古
川
教
育

隊
に
入
隊
。
殴
る
蹴
る
の
何
で
も

あ
り
き
の
し
ご
き
を
受
け
た
。

　

翌
20
年
２
月
、
一
番
早
く
配
属

命
令
を
受
け
た
の
は
台
湾
と
沖
縄

だ
っ
た
。
私
は
台
湾
の
台
湾
陸
軍

司
令
部
に
配
属
さ
れ
た
。
無
線
通

信
を
し
た
相
手
は
沖
縄
だ
っ
た
の

だ
。

　

同
年
４
月
１
日
、
米
軍
が
沖
縄

本
島
に
上
陸
。
し
ば
ら
く
は
無
難

に
通
信
を
続
け
て
い
た
。
５
月
に

入
る
と
時
々
途
絶
え
る
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
が
20
日
ご
ろ
か
ら
音
沙

汰
な
し
。そ
し
て
30
日
夕
方
に「
ト

ト
ツ
ー
・
ツ
ー
ト
ツ
ー
ツ
ー
」
と

入
電
。暗
号
の
数
字
で
は
な
く「
コ

レ
ヨ
リ
ツ
ウ
シ
ン
キ
ハ
カ
イ
ス
ブ

ウ
ン
チ
ョ
ウ
キ
ュ
ウ
ヲ
イ
ノ
ル
」

（
こ
れ
よ
り
通
信
機
破
壊
す
。
武

運
長
久
を
祈
る
）
の
和
文
だ
っ
た
。

私
は
加
古
川
教
育
隊
を
出
発
し
た

戦
友
の
打
電
と
思
い
、
ワ
ッ
と
泣

き
だ
し
た
。

　

歴
史
に
「
も
し
」
や
「
た
ら
」

「
れ
ば
」
は
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、

「
自
分
の
配
属
先
が
台
湾
で
は
な

く
沖
縄
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
思
い

が
私
の
平
和
運
動
の
原
点
で
あ
る
。

│　

○　

│　

○　

│　

○　

│

　

こ
れ
ほ
ど
奔
放
で
ス
タ
ン
ス
の

広
い
人
生
を
歩
い
た
人
は
い
な
い
。

　

九
州
大
学
法
学
部
の
第
１
回
卒
。

西
日
本
新
聞
の
記
者
を
し
て
い
て
、

親
鸞
の
念
仏
に
惹
か
れ
仏
門
に
入

る
。
昭
和
38
年
家
業
を
継
ぎ
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
の
得
度
を
受
け
僧

侶
に
。
し
ば
ら
く
の
間
、
記
者
と

坊
さ
ん
の
二
足
の
草わ

ら
じ鞋
を
履
き
続

け
た
。

　

郡
島
さ
ん
の
平
和
運
動
へ
の
取

り
組
み
は
、
昭
和
60
年
の
終
戦
記

念
日
に
中
曽
根
康
弘
元
首
相
が
靖

国
神
社
を
公
式
参
拝
し
た
こ
と
だ
。

政
教
分
離
や
信
教
の
自
由
を
踏
み

に
じ
る
行
為
だ
と
有
志
が
集
ま
り
、

理
論
武
装
の
た
め
の
研
究
会
を
開

い
た
。

　

昭
和
61
年
、
郡
島
さ
ん
は
43
人

の
代
表
者
と
な
っ
て
靖
国
訴
訟
団

を
結
成
。
訴
訟
を
起
こ
す
。
福
岡

地
裁
は
憲
法
判
断
か
ら
逃
げ
た
手

抜
き
判
決
を
し
た
。

　

そ
れ
が
平
成
４
年
２
月
の
高
裁

判
決
も
棄
却
。「
し
か
し
、
今
後

も
参
拝
を
続
け
れ
ば
、
違
憲
の
疑

い
を
否
定
で
き
な
い
」
と
実
質
勝

訴
の
判
断
を
し
、
そ
の
後
の
歴
代

首
相
の
参
拝
に
一
定
の
歯
止
め
を

か
け
た
。

　

そ
の
活
動
は
頽た

い

齢れ
い

を
感
じ
さ
せ

な
い
異
色
の
同
期
生
で
あ
る
。

大
谷
希
幸
（
中
18
）

筑
紫
丘
高
校
卒
業
光
燦
会（
３
回
生
）

最
終
回
の
同
窓
会
開
催

四
年
編
入
を
め
ぐ
り

教
頭
と
押
し
問
答

郡
島　

恒
昭
（
中
15
・
高
１
）

た
。
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
の

博
多
地
区
の
町
界
町
名
整
理
事
業

で
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
「
博
多
町

割
り
（
復
興
）」
に
由
来
す
る
多

く
の
町
名
が
消
滅
し
た
。
博
多
山

笠
の
際
だ
け
残
っ
て
い
る
町
（
参

加
す
る
単
位
と
し
て
）
も
あ
る
が
、

忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
町

も
あ
り
、
連
載
は
そ
れ
ら
を
含
め

て
金
沢
市
の
よ
う
に
復
活
で
き
た

ら
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
た
が
、
書
籍
化
す
る
た
め
に
は

か
な
り
書
き
足
す
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
私
が
見
聞
き
し
た
こ
と
、

古
書
・
歴
史
書
な
ど
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
を
調
べ
て
加
筆
。
今
の

写
真
ば
か
り
で
な
く
、
西
日
本
新

聞
社
に
保
存
さ
れ
て
い
る
写
真
も

た
っ
ぷ
り
掲
載
し
た
。

　
『
博
多

園
山
笠
大
全
』

（
１
６
２
０
円
、
税
込
み
）『
博

多
旧
町
名
歴
史
散
歩
』（
１
７
２
８

円
、
同
）
は
全
国
の
書
店
で
発
売

中
。
博
多
山
笠
見
物
の
お
供
に
、

博
多
の
町
歩
き
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

保
坂
晃
孝
（
高
13
）

『
博
多

園
山
笠
大
全
』と『
博
多
旧
町
名
散
歩
』

宴座

校歌を歌う高３回同窓生
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平成25年度　同窓会費収支決算報告書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明
前年度繰越金 3,628,080 3,628,080 0 前年度繰越金
会 費 15,429,200 15,166,500 △ 262,700 入会金＠ 10,000 × 432 名・月会費＠ 700 × 15,495 名
雑 収 入 720 902 △ 182 預金利息

計 19,058,000 18,795,482 △ 262,518
支出の部

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明
総 務 費 7,717,000 6,773,619 943,381

会　議　費 750,000 674,750 75,250 役員会・常任幹事会・各委員会等
人　件　費 2,900,000 2,879,000 21,000 事務局長・事務局員手当等
旅　 　 費 1,130,000 911,320 218,680 役員会・常任幹事会・支部総会等出席旅費等
渉　外　費 900,000 737,525 162,475 各支部・各回同窓会等祝儀・学校行事出席祝儀等
備　品　費 250,000 224,180 25,820 スキャナー・冷蔵庫・ノートパソコン
需　用　費 1,000,000 580,239 419,761 光熱水費・電話・郵送料・消耗品等
保守管理費 787,000 766,605 20,395 システム管理・ホームページ管理・多機能プリンタ保守等

事 業 費 8,890,000 7,660,791 1,229,209
育　成　費 3,200,000 2,655,891 544,109 支部各回育成・総会当番回・アンダーの会・ゴルフコンペ等
広　報　費 740,000 635,002 104,998 会報編集経費・会報印刷費・会報送料
慶　弔　費 1,000,000 640,048 359,952 長寿記念品・卒業記念品・転退職記念品料・香典
定期総会費 700,000 700,000 0 定期総会運営費
学校応援費 1,800,000 1,800,000 0 図書館図書・各種表彰・校舎全面改築期成会等
教育支援費 1,000,000 1,000,000 0 教育支援基金へ拠出
資料整理費 450,000 229,850 220,150 デジタル化作業費

積 立 金 2,000,000 2,000,000 0
積　立　金 2,000,000 2,000,000 0 積立金会計へ繰り出し

予 備 費 451,000 0 451,000
予  備  費 451,000 0 451,000 　

計 19,058,000 16,434,410 2,623,590

平成26年度　同窓会費収支予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明
前年度繰越金 2,361,072 3,628,080 △ 1,267,008 前年度繰越金
会 費 15,454,400 15,429,200 25,200 会費 @700 × 1,316 名× 12 月・入会金 @10,000 × 440 名
雑 収 入 5,528 720 4,808 預金利息

計 17,821,000 19,058,000 △ 1,237,000
支出の部

科　目 予　算　額 前年度予算額 差引増減額 説　　　明
総 務 費 7,270,000 7,717,000 △ 447,000

会　議　費 750,000 750,000 0 役員会、常任幹事会、各種委員会
人　件　費 2,900,000 2,900,000 0 事務局長、事務局員等手当
旅　 　 費 810,000 1,130,000 △ 320,000 役員会、常任幹事会、支部総会等出席旅費
渉　外　費 850,000 900,000 △ 50,000 各支部・各回期総会・学校行事等祝儀
備　品　費 250,000 250,000 0 パソコン他
需　用　費 700,000 1,000,000 △ 300,000 光熱水費、電話代、郵送料、消耗品他
保守管理費 1,010,000 787,000 223,000 システム保守・ホームページ管理・印刷機保守等

事 業 費 8,750,000 8,890,000 △ 280,000
育　成　費 3,200,000 3,200,000 △ 140,000 各支部・各回期等育成
広　報　費 670,000 740,000 △ 70,000 会報編集経費、会報印刷費等
慶　弔　費 930,000 1,000,000 △ 70,000 卒業記念品・長寿記念品他
定期総会費 700,000 700,000 0 定期総会運営費
学校応援費 1,800,000 1,800,000 0 学校・在校生応援費、校舎全面改築期成会拠出
教育支援費 1,000,000 1,000,000 0 教育支援基金会計へ繰り出し
資料整理費 450,000 450,000 0 記念館資料の整理（写真撮影・デジタル保存等）

積 立 金 1,500,000 2,000,000 △ 500,000
積　立　金 1,500,000 2,000,000 △ 500,000 積立金会計へ繰り出し

予 備 費 301,000 451,000 △ 10,000
予  備  費 301,000 451,000 △ 10,000 　

計 17,821,000 19,058,000 △ 1,237,000

平成26年度　同窓会積立金収支予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明
積  立  金 27,966,010 25,845,386 2,120,624 前年度までの積立金
繰　 入　 金 1,500,000 2,000,000 △ 500,000 同窓会費会計から 1,500,000 円
雑　 収　 入 3,990 4,614 △ 624 預金利息

計 29,470,000 27,850,000 1,620,000

平成25年度　同窓会活動記録（本部・各委員会･学校行事関係）
日付 会合 ・ 行事等 場　　所 日付 会合 ・ 行事等 場　　所

25.４.３ 新校長等三役へ三役挨拶 校長室 25.11.８ 第４回会報委員会 会議室
25.４.５ 第１回会報委員会 会議室 25.11.18 第５回会報委員会 会議室
25.４.９ 入学式 講堂 25.11.19 第２回学校評議員会 A会議室
25.４.10 監   査 会議室 25.11.22 第１回IT委員会 会議室
25.４.10 １年生記念館見学 記念館 25.11.26 校舎全面改築促進期成会 ホテルニューオータニ博多
25.４.19 筑友会歓送迎会 ザ・ヴィラス福岡 25.11.29 定期総会会計監査 会議室
25.５.10 第２回役員会 会議室 25.11.30 第３回就活支援事業 筑心堂
25.５.10 第１回常任幹事会 視聴覚教室 25.12.４ 第４回役員会 会議室
25.５.25 翔丘祭（文化祭） 学校 25.12.11 第１回役員選考委員会 会議室
25.６.１ 定期総会 ホテルニューオータニ博多 25.12.13 丘女会イベント映写会 資料室
25.６.14 ナウマン象臼歯化石き寄贈受納 小郡市・吉村圭介先生遺族宅 26.１.18 第２回常任幹事会 福岡ガーデンパレス
25.６.24 第２回会報委員会 中華はっちゃん 26.１.14 知事・教育長陳情 県庁
25.６.26 第１回教育援助実行委員会 C会議室 26.１.22 第２回教育援助実行委員会 C会議室
25.７.５ 第１回学校評議員会 A会議室 26.１.27 第１回組織委員会 事務局
25.７.11 県教育庁教育企画部長訪問 県教育庁 26.１.31 教育支援金授与式 校長室
25.７.12 第３回役員会 中華はっちゃん 26.２.３ 第２回役員選考委員会 会議室
25.８.３ 丘女会着付け教室 会議室 26.２.10 第６回会報委員会 納言
25.８.６ ２年生東京研修 東京 26.２.12 第３回役員選考委員会 木曽路大橋店
25.８.24 丘女会準備会 キリンビアホール 26.２.15 第４回就活支援事業 筑心堂
25.９.７ 大運動会 学校 26.２.17 第５回役員会 会議室
25.９.20 丘上会役員会 大名やぶれかぶれ 26.２.28 同窓会入会式 講堂
25.９.28 第１回就活支援事業 筑心堂 26.３.１ 第66回卒業証書授与式・祝賀会 講堂・ホテルニューオータニ博多
25.10.11 第３回会報委員会 会議室 26.３.７ 第６回役員会 会議室
25.10.19 第２回就活支援事業 筑心堂 26.３.11 第２回組織委員会 納言
25.10.25 丘上会総会 福新楼 26.３.14 第２回IT委員会 すし格
25.11.３ 常設展示室リニューアルオープンセレモニー 福岡市博物館 26.３.19 第３回常任幹事会 視聴覚教室

平成25年度各支部・各回等同窓会開催記録
平成25年４月１日～平成26年3月31日

日付 会合 ・ 行事等 場　　所 出席人数 日付 会合 ・ 行事等 場　　所 出席人数

25.４.７ 筑豊支部総会 パト・ドウール・コトブキ 15 25.11.16 イレブン会（高11回）同窓会 平和楼本店 59
25.４.26 十五夜会（定15回）同窓会 花万葉 18 25.11.16 丘ふみ会同窓会 能古島・潮騒 44
25.４.27 定時制部総会 大東園 20 25.11.19 一九会（高２回）同窓会 セントラルホテルフクオカ 49
25.４.27 剣道部新入部員歓迎会 学校食堂 （200）25.11.22 丘六会（高６回）同窓会 花万葉 35
25.４.28 ラグビーフェステバル 学校運動場 （600）25.11.24 十二会（高12回） 雑魚家 29
25.５.２ 高19回同窓会 ホテルイルパラッツォ 53 25.12.12 高29回同窓会 筑紫丘ゴルフクラブ・戦艦クレア 63
25.５.11 大分支部総会 大分市・壷中の天地 12 25.12.27 高30回同窓会 中華はっちゃん 24
25.５.25 高５回同窓会 ホテルニューオータニ博多 31 25.12.30 高39回同窓会 ソラリア西鉄ホテル 45
25.５.８ 高４会（高4回）同窓会 セントラルホテルフクオカ 29 26.１.２ 高35回同窓会 三信ホール 47
25.５.８ 熊本支部総会 熊本市・那由多 17 26.１.２ 高40回同窓会 天神テルラ 40
25.５.18 丘仁志会（高24回）同窓会 京都市・ホテルグランヴィア京都 22 26.１.２ 高48回同窓会 福岡ガーデンパレス 85
25.７.５ 春日市役所同窓会 一品香 雑餉隈 32 26.１.２ 高54回同窓会 西鉄グランドホテル 120
25.７.18 丘友会同窓会 大東園 12 26.１.２ 高58回同窓会 西鉄グランドホテル 180
25.７.31 校内同窓会歓送迎会 イタリア食堂CUCCIOLO 15 26.１.３ 高62回同窓会 西鉄グランドホテル 265
25.８.３ 高42回同窓会 平和楼 17 26.１.３ 筑吹会（音楽部・ブラスバンド部） 天神テルラ 44
25.８.８ 福岡市役所筑紫会 平和楼 60 26.１.３ 筑柔会 中華はっちゃん 28
25.９.13 光燦会（高３回）同窓会 福岡リーセントホテル 49 26.１.４ 高28回同窓会 ホテルニューオータニ博多 30
25.９.14 高26回同窓会 ホテルニューオータニ博多 90 26.１.４ 高33回同窓会 福新楼 26
25.10.５ 丘女会発会イベント 視聴覚教室及び食堂 114 26.１.４ 高42回同窓会 平和楼本店 24
25.10.10 道祖会 平和楼 24 26.１.11 高64回同窓会 ITALIAN BAR TITD PLUS 250
25.10.16 第22回ゴルフコンペ 筑紫ヶ丘ゴルフクラブ 133 26.２.１ 県警筑高会 御膳屋菴離 32
25.10.26 充士会（中14）同窓会 福新楼 12 26.２.３ 大野城市役所同窓会 とり勝 11
25.10.27 関西支部総会 ホテルグランヴィア大阪 96 26.２.14 県立学校事務職員筑友会 木曽路大橋店 17
25.11.５ 首都圏同窓会総会 目黒・雅叙園 382 26.２.22 アンダー３７ ソラリア西鉄ホテル 109
25.11.５ 北九州支部総会 リーガロイヤル小倉 23 26.３.21 高44回同窓会 ilCortile  イルコティーレ 41
25.11.13
～15 高14回古稀同窓会 ゴルフ・講演会・祝賀

会・観世音寺歴史散歩 88

平成25年度　同窓会積立金収支決算報告書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明
積  立  金 25,845,386 25,845,386 0
繰　 入　 金 2,000,000 2,000,000 0 同窓会費会計から受け入れ
雑　 収　 入 4,614 120,624 116,010 預金利息他

計 27,850,000 27,966,010 116,010
支出の部
 支出額　 ０　円

平成25年度　教育支援基金決算報告書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説      明
教育支援基金 2,773,314 2,773,314 0 前年度繰越金
繰   入   金 1,000,000 1,000,000
募　　　　金 500,000 924,406 424,406 44 件
雑　収　入 3,686 128 △ 3,558 預金利息　

計 4,277,000 4,697,848 420,848
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説      明
教 育 支 援 金 1,500,000 1,000,000 500,000 教育支援実行委員会へ
事 　務 　費 30,000 440 29,560 振込手数料・受領書送付代

計 1,530,000 1,000,440 529,560

平成26年度　教育支援基金予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明
教育支援基金 3,697,408 2,773,314 924,094 前年度繰越金
繰 入 金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会費から繰り入れ
募 金 500,000 500,000 0  
雑 収 入 2,592 3,686 △ 1,094 預金利息

計 5,200,000 4,277,000 923,000
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明

教 育 支 援 金 1,500,000 1,500,000 0 教育援助実行委員会から教育支援の要請を受け妥
当と認めたときに支出

事  務  費 10,000 30,000 △ 20,000 振込手数料等
計 1,510,000 1,530,000 △ 20,000

収入額18.795,482円－支出額16,434,410円＝差し引き残額2,361,072円    
残額2,361,072円は平成26年度会計への繰越金として、福岡銀行大橋支店並びにゆうちょ銀行へ預金中  
上記のとおり決算報告いたします。     
　　　　平成26年３月31日     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。    
　　　　平成26年４月11日     

　　　　　　　　　　　   　         福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦　㊞
監査　渡　辺　　　朗　㊞

上記決算報告は、平成26年5月12日の常任幹事会で承認されましたので報告します。   
　　　　平成26年６月７日     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞

上記のとおり提案いたします。    
　　　　平成26年５月12日  　 
  　　　　　福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞
上記予算書は、平成26年５月１2日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。   
　　　　平成26年６月７日   
　  　　　　　福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞

29,470,000円を同窓会積立金として積み立てます。    
上記のとおり提案いたします。    
　　　　平成26年５月12日   
    福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞
上記予算書は、平成26年５月12日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。   
　　　　平成26年６月７日   
　    福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞

収入額27,966,010円－支出額0円＝差し引き残額27,966,010円    
残額27,966,010円は平成26年度会計への繰越積立金として、福岡銀行大橋支店へ預金中   
上記のとおり決算報告いたします。    
　　　　平成26年３月31日    

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。    
　　　　平成26年４月11日    

　　　　　　　         　      福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦　㊞
　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　   　　 監査　渡　辺　　　朗　㊞

上記決算報告は、平成26年5月12日の常任幹事会で承認されましたので報告します。   
　　　　平成26年６月７日    

　　　　　　　　　　　　　　   福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞

収入額4,697,848円－支出額1,000,440円＝差し引き残額3,697,408円    
残額3,697,408円は平成26年度会計への繰越金として、ゆうちょ銀行へ預金中    
上記のとおり決算報告いたします。    
　　　　平成26年３月31日    

　　　　　　　　　   　　　　　福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。    
　　　　平成26年４月11日    

　　　　　　　         　      福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦　㊞
　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　   　　 監査　渡　辺　　　朗　㊞

上記決算報告は、平成26年5月12日の常任幹事会で承認されましたので報告します。   
　　　　平成26年６月７日    

　　　　　　　　　　　　　　   福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞

収入予定額5,200,000円－支出予定額1,510,000円＝差引3,690,000円を教育支援基金として積み立てます｡  
上記のとおり提案いたします。    
　　　　平成26年５月12日   
    福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞
上記予算書は、平成26年5月1２日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。   
　　　　平成26年６月７日  
　    福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　㊞
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